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残念ながら，このような形でしか皆さんに話ができないことになってしまいました．本当に申し訳なく思い

ます．特に，半年と少し後に大きな試練を迎えることになっている prepre-univ. stu. には，敵前逃亡同然の

ことをしてしまいました．謝罪の言葉も見付かりません．

お医者さんも癌を疑っていたようですが，原発癌 (original cancer)の部位を特定することができず，何処の

何を攻撃していいのか解らず，今日に至りました．身長と体重の差が 120 を越え，食欲もなく体重が減り続

けています．寝ていても起きていても，十五分おきに襲う痛みに耐え切れず，今年の後半は闘病生活に専心す

ることを余儀なくされました．可能性として，難病指定の対象になるかも知れません．

Group Epsilon は，元々それぞれの年度末，3月に開催される (はずの) Aleph という event の準備のため

の meeting として母体が形成されました．年明けの 1 月に集まってその年の Aleph について計画を練る，と

いうことで，2012 年 1月，都内の神田神保町の Cafe に集まったのが最初です．

その後，「Aleph の準備だけではなく，academic に頭を使う新年会，というのもありだね」と kymstが言

い出し，mini-Aleph と呼んだのですが，それに，今日も参加してくれている 田中 未来 さん (当時はまだ東京

工業大学の大学院生でした．今では大学の立派な先生です)が，Epsilon という素敵な命名をしてくれました．

そうです，あの悪評高い「 Epsilon-Delta 論法」の Epsilon です．

実はこの Epsilon というのは，古典ギリシア語 (Classical Greek) で『学知』(Scientific / Philosophical

Knowledge)を意味する�pist�mh (「エピステーメー」と読みます)の頭文字なのです．悪乗りの権化，kymst

がこれに乗らないはずがありません．「任意の学知を相手にする集会にしよう!」というワケで，次のような，

(実は accent が間違っている)証拠写真が残っています．

写真は，GrP
εの member, noko-san(筑波大学数学科)によります．noko-san, Thanks Much です．今日
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は残念．

その後，毎年 3 回 (Jan, Mar, Sep)ほど順調に開催されました．多くの意欲的な member の発表が行なわ

れ，分野としても多岐に渡る非常に有意義な集会が開催されました．

ここまでが，Group Epsilon の成り立ち，昨日の話です．

これまで，Group Epsilon の活動は，すべての member の自発的協力の精神によって支えられてきました．

(発表する) 権利と，(労働の) 義務との間に，齟齬はありませんでした．しかし，惰性は怠惰を生み，怠惰は

権利の蜜を滴らせます．今回，働いてくれる member を募集したところ，ある世代からは協力の意思表示を

まったくもらえませんでした．

これまで，良いにつけ悪しきにつけ，Group Epsilon は私 kymstの立案の下に，自発的に協力してくれる

member が名乗り出てくれて，私が職務と発表の分担を割り振ることによって，集会が実現されました．そ

の構造は壊れました．例えば，Group Epsilon には，その下部構造として Seminaire Analyse de Group

Epsilon (GrP
ε解析学 seminar, 略証 SAε)があります．

SAε の場で，univ.stu が new univ. stu のために，主に数学の原書講読を通じて高校数学からの smooth

な離陸を図る，という意図のもとに，いくつかの文献を読みました．残念ながら，その univ. stu から new

univ. stu への働き掛けは，今年度にはまったく行なわれていません．自分がしてもらったことを，次の世代

に恩返しとして return する，という，世代間の継承と発展の系譜が断たれたのです．

これが，Group Epsilon の今日です．私は，この「今日の GrP
ε」に対して非常に否定的は感想しかもってい

ません．はっきりと言わせてもらえば，「一人で学生になったようなツラしてんじゃねーよ」というのが正直

な気持ちです．

私は，極めて短気，直情径行型の人間です．この拙い文を読んでくれている久保田栄一さんがよく知ってい

ます．ですが，さすがに mod 60で 1歳児となった今，「はいはい，オマエラがそういう積もりならば解散，

解散」とは言わなくなりました．次の案を考えました：

• 現在，prepre stu. と進行中の Louis Brand: Vector and Tensor Analysis. (New York JOHN WILEY

& SONS, Inc., London CHAPMAN & HALL, Limited, 1947.) の輪読を，prepre の諸君が参加でき

なくなっても，その後も new univ. stu (nira-, kuno-, shingyo- san)と続ける．これを『柔らか

い解析学』の seminar として位置付け，SAε2015A とする．

• もう 1つ，『固い解析学』として，実数体 Rの構造に分け入るような解析学の seminar を開く．文献と

しては，Taylor, Angus E. / Mann, W. Rovert: Advanced Calculus. 3rd edition. (John Wiley and

Sons, 1955(1983)) の Chapter 4 で実一変数実数値関数の基礎付け，Chapter 5 以降で多変数関数論

へ，という流れは，new univ. stu に fit したものであろう．これを SAε2015B とする．

• そしてもう 1つ，Seminaire Humanite de Group Epsilon. Gr
P
ε人文科学 seminar, 略証 SHe

として，哲学の文献の輪読会も計画しました．ここに参加しているはずの，TaMasa san と，Heidegger:

Sein und Zeit『存在と時間』を読もう，ということにもなりました．

もちろん，この seminar への呼び掛けも，自発的な協力の申し出があった member にのみ行ないました/

行なう積もりです．それが先ほど挙げた 3 人と TaMasa san です．他の member については知りません．

私の本心としては，「しょうがない．もう一度自分が言い出して再出発するか?! ヤレヤレ，体もシンドイが，

頑張ろう．」というものでした．そこに，原因不明の病魔が訪ずれました．結論は「実行不可能」です．何時，

長期入院を申し渡されるか解らない身です．現在行なっている prepre stu. への講義さえ諦めなければならな
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いのが実情です．とてもではありませんが，いずれの Seminar も今の段階では諦めざるを得ません．

そのような中で，早稲田大学の数学科院生 ayako さん，物理学科の学部生 sugiken さん，数学科の学部生

mone さんが，Group Epsilon の中央執行委員会 (Central Executive Committee, CEC)を引き受けてくれ

ました．私が動けない分，この 3人が運営の立案，企画，実行の中心になってくれることになったのです．

そして，協力な顧問として理化学研究所研究員の takiwaki san，また先ほども名前の挙がった mirai san

を頂くことになり，kubota Eiichi san と私は名誉顧問ということで落ち着きました．ただし，特に来年は，

ayako san が Master Thesis (修士論文)を，また sugiken-, mone-san は Graduation Thesis (卒業論文)を，

書く年です．来年は，また新たな CEC を立ち上げることが必要になります．

これが，我々 Group Epsilon の明日の姿です．一言で言えば，「極めて前途多難」です．

我々に必要とされているもの，それは Blood, Sweat and Tears 以外にありません．それを象徴してく

れる引用を 3 つほど挙げて，私からの message を終わりにしたいと思います．

1 Blood. 血，つまり知．ジュール · ミシュレ 『学生へ』
· · · フランスの歴史学者であり作家であるジュール・ミシュレ（Jules Michelet,1798-1874)の言葉を引用し

て，年若き友人たちへのメッセージを閉じることにしたい．ヨーロッパに革命の嵐が吹き荒れる 1847年から

翌年にかけて，コレージュ・ド・フランスで彼が行った講義の一部である．

· · · わが国の教育は半分の教育でしかありません.それはもっぱらあらゆる種類の公式を，そこに学問

が要約されたとみなされる公式を伝えようとしています．間違いなく有益なことですが，不完全です．

さらに学問を，生きる形態のもとで，有機的現実として，生命として見てみる必要があるでしょう．

だから若者は，自分のためになされていないことを，なさねばなりません．自分のために，反＝教育

を作らねばなりません．ここで言う反とは，反対ということを意味してはいません．そうではなくて，

対をなしていること，調和を保った形で対立しているということです．それはこの明確な対立の中で，

他方を解釈し照らし出すものとなるのです．

ミシュレ『学生よ — 1848年革命前夜の講義録』

大野一道訳．藤原書店. 1995) p.54以下．

専門分野が少年時代から私たちを捉えているということ · · · .私たちは早い時期から，巧緻にすぎる教
育によって，いっそう気品があると信じているのに，間違いなく,いっそう無味乾燥でいっそう抽象的

な言葉使いの中に閉じこめられてしまっているのです．· · · いかなる意思の疎通も不可能となります．
· · · お互いとも警戒し，遠ざかり，少なくとも自分を閉ざしてしまいます．こうして猜疑心を持った人
は，もはやどうでもよい上っ面以外，何も見えません．故意に無表情で凡庸な姿になってしまいます.

ついさっきまで生き生きとした独特な表情を見せていたのに，彼は自分の前にヴェールのようなもの，

· · · 陰うつでありきたりの外見，ありふれた言葉使いを，置いてしまうのです．
ミシュレ　同上．p.90以下．

これは現在，全国有名書店で絶賛絶版中の，kymstの旧著

『数学 — 怒りと叛逆の LIVE，トンガレ Middleteen Agers! —』

の Prologue で引用したものです．
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もし，今日の参加者の中に，この拙著の digital edition を，然るべき moral の下に，著者から譲って欲し

いという方がいましたら，何をすべきかを考えた上で著者に何らかの形でその旨連絡がもらえれば，著者はそ

れを進呈することに吝かではありません．連絡先はこの文書の末尾にある gmailの address にお願いします．

教員は「サーヴィス業ではない」ということだけは，銘記して下さい．何もかも与えられて育った時代は，

そろそろ過ぎ去ったのですから．必要とされる moral の hint は，次の引用にあると思います．私 kymstは

hacker です!!

そろそろ気が立ってきたので，「ですます調」を止める．

2 Sweat, 汗．E. S. Raymond: How to Become a Hacker

Eric Steven Raymond (1957-) は America で活躍する programmer である．Open Source という，

program の source code をすべて公開する運動のスポークスマン的な存在であり，GNU/Linux の開発手法

の分析である『伽藍とバザール』をはじめとする「open source 4 部作」や，『ジャーゴンファイル』などの著

作でも有名である．

かつて Netscapeの source codeの公開から，現在のmozilla.orgの設立へと繋げた実績とともに，Raymond

自身 fetchmail などの program 開発に関わった．

以下に引用するのは，Raymondの文書How to Become a Hacker (http://cruel.org/freeware/hacker.html)

の，山形浩生氏による邦訳『ハッカーになろう』(\http://www.catb.org/esr/faqs/hacker-howto.html)

の一部である．

このような文書に目を通しもしないで，スマホをいじるようなヤツのことをDQNと言うのだ! 是非是非，

プラットホームから転落して欲しい．以下，抜粋の上引用する．

II. ハッカーって何？

熟練プログラマやネットワークの天才たちのコミュニティないしは共有文化というものが存在して

います。. . .この文化に属する人々が「ハッカー hacker」という言葉をうみだしました。ハッカーたち

はインターネットを築きました。ハッカーたちが UNIX オペレーティングシステムを今日のような形

にまで作りあげました。ハッカーたちが Usenet を運営し、World Wide Web が使えるようにしたん

です。

ハッカーを声高に名乗る別の集団が存在しますが、彼らはハッカーではありません。これはコン

ピュータに侵入したり、電話のただがけしたりする人々（主に男のガキ）です。本物のハッカーはこの

連中を「クラッカー（cracker）」と呼び、一切関わりを持ちたくないと思っています。本物のハッカー

たちはたいてい、クラッカーは怠惰で無責任であまり賢くないと思っています。

基本的な違いとはすなわち：ハッカーはものをつくります。クラッカーは壊します。
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III. ハッカー的心構え

ハッカーは問題を解決し、物事を築きます。そして自由と自発的な助け合いを信条としています。

ハッカーとして受け入れられるには、こういう姿勢態度を持つようなふるまいが必要です。そしてこの

姿勢を持つかのようにふるまうには、本当にその心構えを信じるしかありません。

. . .ハッカーの心構えを本当に信じるているような人になるのは、あなた自身にとって大切なことな

んです — 学ぶのに役立ち、その意欲を持続させてくれるんです。すべての創造的な芸術と同様、熟達

者になる最高の方法は熟達者の精神をまねることです。知識面だけでなく、感情的な面も含め。

あるいは現代の禅詩が言うように：

道をたどり / 師をあおげ / 師にしたがえ / 師とともに歩け / 師を見通せ / 師となれ

だからハッカーになりたいなら、以下の内容を何度も唱えて、それを信じ込むこと：

1. この世界は解決を待っている魅力的な問題でいっぱいだ

ハッカーになるためには自分の技術をみがき、知性を働かす訓練して、問題を解決することにゾク

ゾクするような喜びを感じるようでなければいけません。

2. 同じ問題を二度解くような無駄はいやだ

ハッカーらしくふるまうには、他のハッカーたちが考える時間は貴重であると信じなければなりま

せん。それをとことん信じて、情報を共有するのがほとんど道徳的な義務であると思えるようにな

りましょう。問題を解決し、その解答を提供すれば、他のハッカーたちは古い問題にいつまでも取

り組みなおし続けずに、新しい問題を解決できるのです。

3. 退屈と単純作業は悪

ハッカーらしくふるまうには、これを徹底的に信じ込んで、自分自身のためばかりでなく他のみん

な（とりわけ他のハッカーたち）のためにも、退屈な部分はできるだけたくさん自動化してしまい

たくなるようにしましょう。

4. 自由は善

. . .権威主義者は検閲と秘密が大好きです。さらに自発的な協力や情報共有を怪しむのです。彼ら

は自分たちが管理できる「協力」だけを好みます。だから、ハッカーらしく行動するためには、検

閲や秘密、そして責任ある大人に無理強いするような圧力やごまかしの使用に対し、本能的に敵

意を感じるようにしなくてはなりません。そしてこの信念 に基づいて行動しなければならないの

です。

5. 心構えは技能の代用にはならない

. . .心構えだけでハッカーになれるわけではありません。ハッカーになるには知性、実行力、献身、

そして大きな努力が必要です。

. . .技能がすばらしいものだと思える人なら、自分の技能をみがくのも楽しめるでしょう。そのた

めの大きな努力や献身も、単調な骨折り仕事ではなく、一種のもっと強烈な遊びになるでしょう。

そしてハッカーになるには、それが不可欠なのです。

VII. ハッカースタイルの要点

. . .多くのハッカーは以下のようなことをやっていますし、それがハッキングの真髄に本質的に通じ

るものがあると感じています。

• SF を読むこと。SF 大会に参加すること（ハッカーやハッカーの卵たちに出会ういい方法です）。

• 禅や武道を学ぶこと（その精神面は深いところでハッカー精神と共通しています。)
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• 音楽を分析的に聞く耳を鍛えること。一風変わった音楽がわかるようになること。なにか楽器を上
手に演奏したり、歌が歌えるようになること。

• だじゃれや言葉あそびへの理解を深めること。
• 母語できちんと文が書けるようになること（わたしが知っている最高の連中を含め、ハッカーの驚
くほど多くは物書きとしても有能です）。

. . .最後に、次のようなことはしてはいけません。

• つまらないおおげさな ID やハンドルを使わない。

• Usenet (あるいは他の場所でも)で、フレームとは関わり合いにならない。

•「サイバーパンク」を名乗ったりしないこと。そしてそう名乗っているヤツを相手にして時間を無
駄にしてもいけません。

• 誤字脱字だらけで文法もでたらめな投稿やメールはしないこと。
. . .

ハンドル名にまつわる問題については、もうちょっと詳しく書いておきましょうか。ハンドルの陰に

アイデンティティを隠すのは、クラッカーや、warez d00dz や、他の下等な生の形態に特徴的な、子

どもじみた愚かな行動です。ハッカーはこんなことはしません。かれらは自分たちがやることに誇りを

持っていて、それに本名で関わろうとします。だからもしあなたがハンドルを持っているのなら、それ

をお捨てなさい。ハッカー文化において、それはあなたにとって敗者の印にしかならないでしょう。

抜粋引用は以上．高校での『情報』の授業で，こういうこと教えてもらうべきだと思うが. . . . . . . . .

3 Tears，涙．高村光太郎 『冬の詩』

第四歌
冬だ、冬だ、何処もかも冬だ

高台も冬だ

馬車馬のやうに勉強する学生よ

がむしゃらに学問と角力 (すまう)をとれ

負けるな、どんどんと卒業しろ

インキ壺をぶらさげた小倉の袴をはいた若者よ

めそめそした青年の憂鬱病にとりつかれるな

マニュアリストとなるな

胸を張らし、大地をふみつけて歩け

大地の力を体感しろ

汝の全身を波だたせろ

つきぬけ、やり通せ

何を措 (お)いても生 (いのち)を得よ，

たった一つの生を得よ

他人よりも自分だ、社会よりも自己だ、

外よりも内だ

それを攻めろ、そして信じ切れ

孤独に深入りせよ

自然を忘れるな、自然をたのめ

自然に根ざした孤独はとりもなほさず

万人に通ずる道だ

孤独を恐れるな、万人に、わからせようとするな、

第二義に生きるな

根のない感激に耽 (ふけ)る事を止めよ

素より衆人の囗を無視しろ

比較を好む評判記をわらへ

ああ、そして人間を感じろ

愛に生きよ、爰に育て

冬の峻烈の愛を思へ、裸の愛を見よ

平和のみ愛の相 (すがた)ではない

平和と慰安とは卑屈者の糧だ

ほろりとするのを人間味と考へるな

それは循俗味 (じゆんぞくみ)だ

氷のやうに意力のはちきる自然さを

味 (あぢは)へ
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いい世界をつくれ

人間を押し上げろ

未来を生かせ

人類のまだ若い事を知れ

ああ、風に吹かれる小学の生徒よ

伸びよ、育てよ

魂をきたへろ、肉をきたへろ

冬の寒さに肌をさらせ

冬は未来を包み、未来をはぐくむ

冬よ、冬よ

躍れ、叫べ、とどろかせ

第五歌

冬だ、冬だ、何処もかも冬だ

見渡すかぎり冬だ

その中を僕はゆく

たった一人で —

この詩の存在は，畏友，久保田栄一氏に教えられました．

以上，長くなりました．私からの message を，この辺で閉じたいと思います．

畏友，久保田栄一氏と，歳若き友人，戸神星也氏に，心から感謝しつつ．

そして，prepre univ. stu へ．本当にごめんなさい．

YAMASHITA, Koichiro 山下 弘一郎

kymst@Group Epsilon :-) GrP
ε

e-mail address : kymstkymst@gmail.com

webpage : Free Math Forum by kymst FMFk

— math, lisp, ときどき vodka と scotch —

http://kymst.net/

YAMASHITA, Koichiro

I hope your MATH Exciting,

your HACK Happy, and Whole Lotta LOVE!

Come On to our GrP
ε!!
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